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1　治　　　革

水道の創設　明治22年、市制の施行により上水道設置の要望が高まり、明治43年、水源地調査費を、予

算に計上、調査の結果八景水谷を、水源地とし、立田山を、配,水池とする旨の結論を得た。しかしその

後水利関係にからむ地元民の猛反対等で候補地も再三変更を余儀なくされ交渉は困難を極めたが、大正

1 3年3月漸く地元民との了解が成り、同年1 1月工費的2 2 8万円で竣工通水をみたのである。その後

配水管の布設等施設拡充が続けられたが、第2次大戦により資材は不足し建設改良も思うに任せず、空襲

による被害は施設の老朽とあいまって事業運営に重大な支障をきたし、加えて終戦後の復員や引揚者によ

る人口増加は必然的に配水能力の不足を招き、時間給水制限等を行わざるを得ない状態となった。

第1次拡張工事　　これに対処するため水源地の確保を主とした拡張工事が行われたが、まず第1期工事と

して、健軍に水源(健軍水源地)を求め、工費約2 5 0万円で昭和2 5年8月に竣工し, 1日の配水能

力も37,0 0 0vtと大幅な増加を示したム

第2期工事としてtも昭和4 1年度における給水人口200,000人、 1 E]最大配水量6 0,0 0 0m*を目

標としたもので.工事の主なものは次のとおりであるニ

ー本木水源地開設　工費　6,770千円　　昭和　27年1 1月竣工

亀井水源地開設　　〝　56,090　〝　　　　　30年　3月//

立田山配水池増設　〝　27,720　〝　　　　　31年11月//

第2次拡張工事　　これは昭和4 6年度における給水人口34 5,00 0人、 1 E]最大配水量1 0 2,0 0 Orf

を目標とし、総工費7億6,0 0 0万円の5カ年継続事業として施行したものであり、主な工事としては、

徳王配水池開設　　　工費27,84 0千円　　昭和　35年　3月竣工

曹群纏ポンプ室及　〝 66,030　　　36年3月〝

川尻水源地開設　　　　〝　39.020　〝　　　　　36年　9月　〝

立田山配水池増設　　　〝　32,760　〝

城山水源地開設　　　　　〝　26,700　〝
. 38年　3月　〝

八景水谷水系井戸増設　〝　40,630　〝　　　　　39年　3月　〝

城LLJ第2水源地開設　　〝　　7,78 0　　　　　　　4 0年1 1月　〝

などであり、北部方面の高台地区　また急激に発展した東部地区-の配水を円滑ならしめれなお、未給

水地域として懸案の・川尻、高橋地区もそれぞれ給水を開始しーこのため市周辺地区まで給水可能となった。
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第3次拡張工事計画

第3次拡張工事を行うことにより、本計画開始時における配水威力129,700iより153,300ml上

回る2 8 3,0 0 0m3の配水が可能となる。

認可年月日　　　昭和41年2月15日

期　　間　　　昭和41年4月1日～昭和54年3月31日

目標年次　　　昭和55年

基本計画　　　計画給水人口　461,000人　1日最大配水量　　　283,000m3

1人1日最大配水量　614」　　　人1日平均配水量　　　　476」

事業内容
(一昭49. 4.1現在)

給 水 区 工 種 工 費 摘 要

北 東 部

顧 水 施設 費
千円

4 0 0,9 9 3 さく井 8 太 を設置、岩倉山 に 1 1,2 5 0 m3の配水池を

送 水 施設 費 2 4 1.6 0 5 築造 し清水 町、桶 団地、武蔵 ケ丘団地 及び龍 田町方面

配 水施 設費

計

6 9 1,3 6 4

1.3 3 3.9 6 2

に配水す る

北 西 部

取 水 施 設 費 1 9 7,7 3 8 さ く井 4 太を設置 し、徳 王配水池 に 6,0 0 0 m3の池 を

送水 施 設 費 2 3 7,4 3 6 増 設 し、 出町、京町、花 園、島 崎方面 の高台地 区一帯

配水 施 設 費

計

4 8 4 ,2 1 3

9 1 9,3 8 7

ヘ配水の 円滑化 を図る

中 部

tft /R js 設 官 3 8 7 ,9 8 8 さ く井 8 太 を設置 し、万 日山に 3,5 0 0 【㌔の配水池、

浄 水 施設 費 7 4 ,9 9 5 またEEl迎町 に、 7,0 0 0 m3 の配 水池を築造 し、既設立

送 水 施 設費 4 5 0,2 8 2 田山配 水池 と併せ て、旧 市荷地 区の水圧低下 を防止 し、

配 水 施設 費

計

1,5 6 8 ,4 4 7

2 ,4 8 1,7 1 2

酉己水の円滑化を図 る

東 部

額 水 施 設費 4 5 9 ,8 2 9 さ く井 8本 を設置 し、催事水源地 に2 4,0 0 0 m3及び

送 水 施 設 費 1 1 7 ,8 9 0 沼山津配水ポンプ場に 1 7,5 0 0 m'の配水池 を築造 し.

配 水施 設 費 3,4 6 3 ,0 9 6 ポ ンプ圧送にて本荘 . 春 日、大江 、催 事方 面へ配水す

計 4,0 4 0 ,8 1 5 る

西 部

fft 'K Sn殺 1 9 9,1 1 8 さ く井 4 本 を設置 し、城山に 2 ,0 0 0 m3の配 水池及 び

浄 水施 設 費 3 6,4 2 9 万 日LLJに 3,5 0 0 m 8の配 水池 ( 中部 と兼用 )を築造

送 水施 設 費 2 2,5 3 0 し、中島、小島、松尾、八島団地方面 の配水 の 円滑化

配 水 施設 費

計

3 1 7 .5 1 1

5 7 5 ,5 8 8

を図 る

南 部

取 水 施設 費 1 4 0,1 8 1 さ く井 3 太 を設置 し、川尻水源地に 8 0 0 m3の配水 池

浄 水施 設 費 4 4 ,0 0 0 及び田迎町に 7,0 0 0 【㌔の配水池 ( 中部と兼用 ) を築

配 水施 設 費

計

3 6 y,3 1 3

5 5 3 ,4 9 4

造 し、川尻町方面 の配水 の円滑化 を図 る

託 麻

硬 水 施 設 翼 1 5 0 .9 6 3 さ く井 3 本を設置 し、小山山 に 3,5 O O rf の配 水池を
浄 水施 設費

配水 施 設費

計

2 1 9.2 3 4

5 1 2,1 9 1

8 8 2,3 8 8

築造 し、旧託麻村 の配 水の円滑化 を図 る

一 般 附 帯 I 婁 費L 1,1 6 7

事 . 務 費 9 3 1,6 1 2

総 合 計 l l,7 2 0,1 2 5 ( 内起債額 1 0 ,3 2 4,0 0 0 千 円 )
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2　事業概要

(1)給水普及状況

区 分

年 度

行 政 区 域 内 (心 給 水 区 域 内 (団 現 在 給 水 (O ;

人 口 戸 数
普 及率 ( C / A )

人 口 戸 数
普 及率 C / B )

人 口 戸 数
人 口 戸 数 人 口 戸 数

4 4 4 3 4 5 9 6 1 3 0 5 4 4
96

8 2 .2
%

7 4 .6 4 1 7β0 5 1 2 6 5 8 5
%

8 5 .5

%

7 6 .9 3 5 7 ,0 0 0 9 7 3 1 9

4 5 4 4 3 5 5 7 1 3 0 3 9 3 8 3 .3 7 9 .5 4 2 4 3 9 4 1 2 5 ,9 0 2 8 7 .1 8 2 3 3 6 9 ,4 8 7 1 0 3 5 9 3

4 6 4 4 7 2 0 0 1 3 2 9 5 5 8 4 .0 8 1 .3 4 2 7 9 8 2 1 2 8 ,4 3 0 8 7 .8 8 4 .2 3 7 5 ,6 0 2 1 0 8 0 7 6

4 7 4 5 2 5 5 8 1 3 6 1 3 9 8 2 .3 8 3 .6 4 4 1 5 7 6 1 3 1 ,5 0 5 8 5 .1 8 6 .5 3 8 0 5 5 2 1 1 3 β1 0

4 8 4 6 8 ,4 3 1 1 3 9 9 2 8 8 3 .7 8 6 .7 4 6 1 3 4 8 1 3 8ユ 5 0 8 5 .0 8 7 .9 3 9 2 1 3 1 1 2 1 3 6 4

(2)配　水　量

メ分 総 配 水 量 1 日 最 大 1 日 最 小 1 日.平均 1人 1 日最 1人 1 日平 最 大月の 1 日

年度 配 水 量 配 水 量 . 配 水 量 大 配水 量 均 配 水 量 平 均 配 水 量

4 4
脚 W

8/ 2 8 1 4 9 ,7 1 1
研.

1/ 1 8 0 5 5 3
砂 ′

4 1 9
∫

3 1 2

蝣蝣^ ^ 蝣̂ E ?2
4 0β1 4 5 8 3 1 1 1 2 7 3 1 3 6β7 6

4 5 4 4 5 0 5 ,3 6 0 8/ 3 1 5 8 ,6 0 7 1/ 1 8 9 3 9 1 1 2 1 9 3 2 4 4 0 3 3 0 1 4 5 ,7 6 2

4 6 4 8 0 5 3 2 6 1 8/ 2 1 6 6 ,0 4 0 レ 1 0 0 9 7 4 1 3 1 ,2 9 3 4 4 6 3 5 2 1 4 8 ,0 4 9

4 7 5 2万9 5,7 7 7 8 / 7 1 8 0 9 3 5 1/ 1 1 0 3 β1 7 1 4 4 0 9 8 4 8 9 3 8 9 1 6 5 2 4 6

4 8 5 7 5 5 9 ,7 6 1 7 / 1 6 1 9 9 ,6 0 0 1/ 1 1 1 4 5 9 1 1 5 6β7 6 ′ 5 1 5 4 0 4 1 8 7β2 6

(3)有収水量と無効水量

年度

総 有 収

水 量

1 日平 均

有 収 水 量
有 収 率 無 取 水量 無 収 率 総 有効 水量

1 日平 均

有 効 水 量
r= I/* 無 効 水 量 無 効率

4 4
W

3 0 ,7 4 0 2 1 6
研.

8 4 2 2 0
7 5 .P が

4 6 5 8 9 O .i :
脚

3 0 7 8 6 β0 5
SI"

8 4 3 4 7
7 5 .♂ 〝′

9 3 2 7 ,7 7 8 2 4 .2

4 5 3 3 ,4 3 8 ,7 9 1 9 1β1 3 7 5 .1 9 6 9 6 2 0 .2 2 3 3万3 5 ,7 5 3 9 1 β7 9 7 5 .3 1 0 急6 9β0 7 2 4 .7

4 6 3 62 8 6 ,4 7 7 9 9 1 4 3 7 5 .5 1 5 5ユ3 7 0 .3 2 3 6 ,4 4 1 ,6 1 4 9 9 5 6 7 7 5 .8 1 1β1 1β4 7 2 4 .2

4 7 3 9 ,7 2 4β7 7 1 0 8β3 5 7 5 .5 3 7 9 β2 8 0 .7 2 4 0 ユ0 4 5 0 5 1 0 9 β7 5 7 6 .3 1 2 4 9 1 2 7 2 2 3 .8

4 8 4 2 /6 3 4 0 2 5 1 1 6β0 6 7 4 .5 4 6 8 4 2 5 0 .8 2 4 3ユ0 2 4 5 0 1 1 8 0 8 9 7 5 .3 1 4 1 5 7 3 1 1 2 4 .7

(4)水道管延長

区分

年度

導 水 管 送 水 曹 配 水 管

延 長 延 長 延 長

4 4
′〃 m m

2,6 6 5 1 3 ,8 3 7 7 5 5,3 5 0

4 5 4,3 1 6 1 4 ,6 5 5 8 0 5,1 1 6

4 6 5,8 3 5 1 5,5 9 6 8 4 6,5 8 8

4 7 6,0 6 4 1 7 ,2 0 4 9 0 1,8 7 1

4 8 7,2 6 5 1 7 ,2 0 4 9 9 4,0 6 5

(5)口径・用途別給水量及び収入状況　(昭和48年度)

口 区 分

用 途 別
給 水 量 構 成 比 収 入 構 成 比

般

用

JTJ8 W % H
9 4 8 ユ2L7β4 81 3 2 4,0 3 3 ,4 4 4 5 6.3 7 5 4 .0 0

2 0 2,2 8 3 ,5 7 2 5.3 6 9 0ユ6 84 8 9 5.1 4

2 5 3,9 2 8 ,5 7 0 9 .2 1 1 5 9 9 8 8,0 0 8 9 .l l

4 0 2,6 9 9 ,2 7 3 6 .3 3 1 2 11 5 7β9 9 6 .9 0

5 0 3 ,1 1 6,0 6 3 7 .3 1 1 3 8 3 1 6,4 6 9 7 .8 8

7 5 3,6 0 5,9 9 7 8 .4 6 1 6 02 2 83 9 7 9.1 3

1 0 0 1,4 4 5,2 0 4 3 .3 9 6 3 ,4 8 95 2 6 3 .6 2

1 5 0 7 4 0 ,6 7 5 1.7 4 3 2 5 3 62 7 6 1 .8 5

湯 屋 用 2 4 3 ,4 4 0 0.5 7 3,7 6 55 5 0 0 .2 1

共 用 1 6 4 ,2 6 9 0 .3 8 4 ,7 0 4β8 6 0 .2 7

- 時 用 3 7 3 ,5 1 8 0.8 8 3 3 2 3 42 0 9 1.8 9

計 4 2,6 3 4,0 2 5 1 0 0 1,7 5 5,7 1 7ユ5 7 1 0 0
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(6)蘭易水道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭49.4.1現在)

地 区 通水開始年月日 水源の種類 配 水 設 備 給水方式 給水戸数 給水人口

千 昭3 1.8.1 8 谷間湧水

"if tt 3 0 m5 1池

ろ過池 1 池

口径 7 5 m

自然流下式 4 2 2 0 白

3　　料金及び手数料

(1)水道使用料
昭和47年12月25日改訂

昭和48年　4月　1日実施

区分

口径別

. 用途別

基 本 料 金
従 量 料 金

第 1 段 第 2 段

m

用

1 3 棚から
8 m3以下 円 9 m3以上 円

3 0 I㌔以下

1 m3につき 4 0

3 1 以上 円

2 5 m まで 2 8 0 1 mSにつき 4 4

4 O fサ花 1,0 0 0

3 0 以下 3 1 m'以上

5 0 - 1,5 0 0

7 5 " 3 ,0 0 0

1 0 0 サ茄 5 ,0 0 0 1 mSにつき 4 0 1 m3につき 4 4

1 5 O a郡 1 0 ,0 0 0

浴 場 営 業 用
1 5 0 m'以下

2 ,0 0 0 1 5 1 以上 1 rf '/Cつき 1 5 円

共 用 給 水 装′置
6 m3以下

1 戸につき 1 2 0
7 m3以上 1 m3につき 2 2 円

～ 時 用 1 m3につき 9 5 円

私 設 消 火 せ ん
口径 5 0 m 未満 2 0 分以内 1 個 1 回につき 3 0 0 円

口径 5 O i 以上 2 0 分以打 1 個 1 回につき 6 0 0 円

連合専用絵水装置 1 戸につき一般用の料金を通用する

簡 易 水 道 総月額 1 1,6 9 6 円

(2)加入金　昭和48年4月1日実施

メ ーク 一 口.荏 加入 金 ( 基 準 額 )

1 3 n^/m 1 0,0 0 0 円

2 0 2 0,0 0 0

2 5 3 0,0 0 0

4 0 1 0 0,0 0 0

5 0 1 8 0,0 0 0

7 5 3 5 0,0 0 0

1 0 0 7 0 0,0 0 0

1 5 0 1,0 0 0,0 0 0

(注)増径工事のときは現在の口径と新口径の差額となる
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料金収納状況 (昭 4 9.3.3 1 現在 )

区 分 人員
交 付 額 収 納 額 収 納 率 1人1カ月当 b 交付窺

ft n 金 額 件 数 & s 件数 & IS 件 数 金 額

委託集金 5 6 11 75,0 8 5
円

10 5 71 4 3
円 ーh

1,7 4 9
円

1ユ9 3 5 3 7,69 7 10 7 7 ,2 4 7β4 0 8 99 6 9 0.2 5 1 ,7 7 6,0 9 8

整理集金 3 4β3 7 7,7 0 0 4 4 7 42 3 8 7 ,4 8 5,65 7 9 7.7 2 9 7.2 1 1 2 0 2 1 39 0 1

fi 5 9 1ユ79 ,4 2 2 12 0 12 3 8ユ4 4 10 6 13 8 1 10 8 4 ,7 3 3 ,4 9 7 8 93 9 9 0 .3 0 - -

(荏)　o修繕料を含む
o昭和4 2年4月1日委託業務開始

委　託　先　無本市練兵町10番1号　株式会社肥後集金センター

委託件数　月平均　97,924件　委託率　100

委託手数料　徴収1件につき38円(昭49.4・1改訂)
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4　　経営状況

(1)収益的収支の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円)

年 度

事 項 . 4 4 4 5 4 6 4 7 4 8

総 収 益 ll)3 8 5 4 6,4 7 4 U 4 62 8 87 3 4 12 3 8,4 9 5,8 9 4 13 3 12 0 42 8 8 1β1 70 5 2ユ2 4

科 金 収 入 9 8 7β6 0 9 0 3 10 7 9ユ9 9ユ0 7 11 7 0,7 3 2ユ1 3 12 7 1,7 5 05 9 8 1,7 5 5,7 1 71 5 7

そ の 他 収 入 5 0β85,5 7 1 6 70 8 9β2 7 6 7,7 6 3,7 8 1 5 9,4 5 3β9 0 6 13 3 4,9 6 7

総 費 用 9 0 3,6 5 6ユ2 4 10 9 2 3 7 2 ,4 9 2 12 5 7,4 5 9,9 6 8 1 ,4 5 2β8 83 3 8 1,7 34 ,7 4 1ユ3 0

職 員 給 与 費 4 6 7 9 3 82 4 8 5 5 5,09 3β1 8 6 7 3,7 3 1β0 8 7 5 3 3 3 8β3 9 8 6 1,7 8 7 4 3 9

電 力 費 8 2 6 1 49 0 3 9 4,7 2 6,6 0 5 1 0 6,4 5 20 8 8 1 2 22 5 1β1 7 1 3 90 9 4,6 9 8

物 件 費 2 8 3 7 3ユ1 6 3 3 4 0 3β2 9 3 4,7 2 7,7 1 4 3 3 3 5 3β8 6 39β4 7β1 2

減 価 償 却 費 1 1 1 ,7 1 8,0 9 6 1 2 3β9 81 0 9 1 5 3β6 9β2 0 17 7S 1 23 7 7 2 1 1ユ0 0 ,4 8 7

支 払 利 息 7 6 ,6 8 2 3 9 6 1 0 2ユ8 3,2 0 2 1 3 7 9 3 2,4 0 0 1 7 2,7 8 74 5 2 2 4 9 ,7 9 7β1 0

そ の 他 1 3 63 2 9 ,3 6 5 1 8 44 6 7ユ2 9 1 5 06 4 63 3 8 1 9 3 0 4 4 ,7 6 7 2 3 3ユ1 38 8 4

単 年 度 損 益 1 3 4J8 90β5 0 5 3β1 62 4 2 ∠ゝ 1 89 6 4,0 7 4 ∠ゝ1 2 1,4 8 4,6 50 8 23 1 0 9 9 4

資本 的 収支 の推 移 (単位 円 )

事 項 年 度
4 4 4 5 4 6 4 7 4 8 、

資 本 的 収 入 3 6 1β9 13 2 8 5 3 89 9 0β1 4 5 0 2β05,7 2 6 6 5 2 6 4 7 ,7 84 1,9 2 9 5 8 6 ,2 4 7

企 業 債 3 34 0 0 0 0 0 0 5 2 10 0 0 0 0 0 4 9 2jO O O jD O O 6 0 4 fl 0 0」>0 0 1β1 0β0 0β0 0

そ の 他 収 .入 27 β9 1 3 2 8 1 7β9 0 ,6 1 4 1 0β0 5,7 2 6 4 8 ,6 4 7,7 8 4 1 1 9 5 8 6 2 4 7

資 本 的 支 出 5 6 4 ,6 5 2β8 1 7 9 1ユ4 6,6 9 9 7 9 9β7 0β7 1 9 9 0 1 9 4β9 7 24 1 7jO2 IS 3 6

建 設 改 良 費 5 08 0 6 5β1 2 7 2 8 S 7 0 .0 2 8 7 2 6,4 4 2 ^ 串.7 9 0 2ユ7 6 5 2 8 23 3 3ユ5 3 ,7 8 0

企 業 債 償 還 金 5 6万8 75 6 9 6 2ユ7 6,6 7 1 7 3 2 2 8ユ1 4 8 8β1 7β6 9 8 3 8 6 7,7 5 6

撃 本 的収 支 不足 額 2 0 2 ,7 6 1万5 3 2 5 2ユ5 6,0 8 5 2 9 6β6 49 4 5 3 3 7万4 6,6 1 3 4 8 74 3 5,2 8 9

(3)供給単価及び給水原価　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位円/勿)
年 度

事 項 3 9 4 0 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5 4 6 . 4 7 4 8

供 給 単 価 3 2 .1 2 3 2 .1 2 3 2 .2 9 3 1 .9 2 3 2 .1 6 3 2 .1 4 3 2 .2 7 3 2 .2 6 3 2 .0 2 4 1 .1 8

給 水 原 価 2 4 .7 2 2 6 .5 1 2 5 .3 0 2 6 .4 5 2 7 .9 7 2 8 .8 2 3 1 .5 8 3 3 .4 6 3 5.9 4 4 0 .0 7

損 益 7.4 0 5 .6 1 6 .9 9 5 .4 7 4 .1 9 3 .3 2 0 .6 9 1 .2 0 ∠ゝ 3 .9 2 1 .l l

5　職員数及び給与

(1)職種別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭49.4.1現在)

性 別 職種別
特 別 職 事 務 職 技 術 職 検 針 そ の他 計

男 1 9 0 2 0 2 2 9 3 3 2 5

女 - 2 3 2 - ～ 2 5

計 1 1 1 3 2 0 4 2 9 3 3 5 0
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(2)職種別1人月平均給与額等

'-・

(昭49.4月分)
事 職種別 特 別 職 事 務 職 技 術 職 検 針 そ の 他 計

基 本 給 (円) 2 4 8,5 0 0 1 3 5,4 5 8 1 2 2 ,3 2 0 1 3 1,0 0 0 1 4 5,7 6 6 1 2 7,3 8 3

特殊勤務手当 (円) 5 6 6 2 ,1 9 6 2,6 8 2 - 1,7 0 4

超過勤務手当 (円) 7,5 3 0 1 7 ,5 9 8 7 0 1 1 2,9 2 0 1 3 ,3 0 6

そ の他の手当 (円) 3,7 8 8 3 ,6 5 9 2,9 8 7 2,7 8 3 3,4 5 9

合 計 (円) 2 4 8 ,5 0 0 1 4 7,3 4 2 1 4 5,7 7 3 1 3 7,3 7 0 1 6 1 ,4 ▼6 9 1 4 5,8 5 2

年 齢 (才) 5 9 4 2 .9 4 1 4 2.2 5 0 .3 4 4 .1

勤 轟 年 数 (午) 1 .3 1 6 .8 1 5.3 1 7 .5 1 8.3 1 6 .9

(荏 ) 討欄 は特月J職 を除 く

6　　施　　　　設

(1)水道施設

名 称 竣 工年 次 施 設能 力 施 設 内 容 設 置 場 所

水

源

也

八 景 水 谷 水 源 地 大 1 4一 3
m / 日

2 8 ,0 0 0 浅 井 2 深 井 1 ポ ン プ 7 台 熊本 市 清 水町 八景 水 谷 9 5 0

亀 井 〝 昭 3 0. 3 l l,0 0 0 〝 〝 1 〝 3 〝 6 〝 〝 〝 亀井 6 3

一 本 木 〝

健 軍 〝

〝 2 7ユ 1 2 0,5 0 0 〝 〝 1 〝 3 〝 6 〝 熊本 県 飽 託 郡 北 部町 飛 I 3 1 5

〝 2 3 ー3 7 8,0 0 0 〝 〝 1 4 〝 1 6 〝 熊本 市水 源 l l 1 - 1

川 尻 〝 " 3 6 . 3 6.0 0 0 〝 2 " 6 " 〝 南 高 江町 2 7 4 3

O j " 〝 3 6 .1 2 1 2一0 0 0 〝 〝 4 〝 4 〝 〝 城 山 大塘 町 2 6

麻 生 田 〝 〝 4 4ー1 蝣2 -2 .0 0 0 ' 〝 5 〝 8 〝 〝 清水 町 新 地 2 1 0 2 - 2
満 山 津 〝 〝 4 3 . 7 4 0 ,0 0 0 〝 〝 6 〝 9 〝 〝 秋 津 町 招 山津 2 9 7 4 - 1

託 麻 〝

立 田 山配 水 池

城 山 〝

2′5 0 0 " 〝 2 〝 6 〝 〝 小 山町 1 0 7 9 ー2

配

汰

池

大 1 4 . 3 2 2 一5 0 0 が 鉄 旬 コンク .) ート造 9 5 池 〝 黒 髪 4 丁 目

昭 3 6 .1 2 2 .6 3 0 ' 〝 2 〝 〝 城 山 上 代 町 1 1 1 3 - 1

徳 王 〝 〟 3 5. 3 7 ,5 0 0 〝 " 3 〝 熊 本 県 飽 託 郡 北 部 町徳 王 4 9 8

岩 倉 山 〝 〝 4 7 . 3 7 ,5 0 0 〝 〝 2 〝 熊 本 市 清 水 町 兎 谷 3 6 1

託 麻 〝 5 0 0 〝 II ・} II i/ 小 山町 3 6 3 4

健 軍 〝 昭 4 9 . 4 2 4 .0 〇0 〟 " 2 〝 〝 水源 1 - 1 - 1 億 乾畑 地構内

川 尻 " 〝 4 7 . 3 1,4 4 0 " 〝 3 〝 〝 南高江町 2 7 4 3 ノー尻 水源地 〝

加

l」

求

ン′

プ

節

lu 田山加圧 ポンプ所 〝 4 0ー 3 1,5 0 0 ㌘ノ匂 ポ ン プ 2 台 〝 黒 髪 4 丁 目

花 的 il: " 〝 3 5 . 8 3 0 〝 〝 3 〟 〝 横 手 町 北 岡 自然 公 園 内
本 妙 寺 〝 " 4 7.1 2 7 5 〝 〝 2 〝 " 荘 園町 本 妙 寺 保 育 園 内

万 日 〝 4 1ー9 8ー4 〝 〝 1 〝 〝 春 日町 万 日

島 崎 〝 〝 3 8 . 6 3 0 〝 " 3 " " 島 崎 町 1 1 1 9

長 迫 〝 " 3 9. 9 5 4 〝 〝 2 〝 〝 池 田 町 3 7 9 ー1

大 窪 〝

岩 倉 山 〝

高 平 〝

〝 3 6 .1 0 9 .6 〝 〝 2 〝 〝 清 水 町 大 窪 1 0 5 - 2

〝 4 0 . 3 1 1 〝 〝 2 〝 〝 〝 鬼 谷 3 6 7

〝 4 0 . 8 9 .6 〝 〝 2 〝 〝 〝 高 平 1 1 3

上 松 尾 〝 〝 4 3 . 6 1 2 .6 〝 〝 2 〝 〝 松 尾町 上 牧 島

つ ゝじが 丘 〝 〝 4 4 ユ0 2 1 〝 〝 1 〝 〝 黒 髪 7 丁 目 7 2 0 ー5 5 8

谷 尾 崎 〝 " 4 4 . 3 1 3 .2 〝 " 2 " 〝 谷 尾 崎町 上 谷

平 山 〝

j* rs "

t>.6 " 〝 1 〝 〝 弓 削町 弓 削 9 0 6 - 1

昭 4 4 . 1 1 2 〝 〝 1 " " 熊 本 城 内

水 質 検 査 室 -γ 4 9 . 5

展 示 物 2 0 0 点

〝 水 源 1 l 1 ー1健 軍 水 源 地 構 内

水 道 記 念 盤 〝 4 9 . 6 〝 清 水 町 八 景 水 谷 9 5 0

(注 ) 施 設 能 力 欄 中 水 源 地 .‥取 水 最 大 能 力 配 水 池 ...容 量 加 圧 ポ ン プ ...揚 水 量 を 示 す

(2)局　　舎

所　在　地

敷地面積
建物面積
着　　　工

竣　　　工

熊本市水前寺6丁目2番4 5号
9,344m

延3,480i

昭和37年12月28日

昭和38年12月20日

-243-

構　　造　鉄筋コンクリート、地下1階、地上
3階、塔屋1階

施　　　工　　龍建設株式会社
総　工　費　190,621,33・5円
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